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■MEDICAL SCIENCE REVIEW 

 

自己抗体に関する up-to-date 

●総論  自己抗体研究の新時代 

日本医科大学大学院 医学研究科アレルギー膠原病内科学分野 

教授 桑名正隆 

●各論１ 膠原病診療における自己抗体の活用法 

京都大学大学院医学研究科 臨床免疫学 

准教授 中嶋（笹井） 蘭 

●各論２ 診療における自己抗体検査の進め方 

北九州八幡東病院 内科 

産業医科大学産業保健学部 人間情報科学 訪問研究員 佐藤 実 

●各論３ 神経免疫疾患の自己抗体 

東京都立神経病院脳神経内科 副院長 鈴木重明 

 

自己抗体は、自己免疫疾患の診断や病型分類に有用な血清学的マーカーとして位置付けられ

ています。しかし、十数年の間に自己抗体研究は飛躍的に進歩し、その役割は診断にとどまらず、

疾患の分子レベルでの層別化、臓器障害や予後の予測、治療反応性予測による治療薬の選択、

さらには病態形成機序の解明へと大きく広がっています。最近では、自己抗体を標的とした新規

治療薬の開発も進み、自己抗体研究は診断学のみならず病態学や創薬研究を支える重要な基

盤となっています。 

 そこで、今号の特集では「自己抗体に関する up-to-date」というテーマのもと、総論は「自己抗体

研究の新時代」というタイトルで、自己抗体研究のこれまでの歩みと今後の方向性について紹介

いただき、各論 1 は「膠原病診療における自己抗体の活用法」というタイトルで、自己抗体を①診

断、②疾患層別化、③疾患活動性評価、④治療標的という 4つの視点から概説し、最後に今後の

展望について述べていただき、各論 2は「診療における自己抗体検査の進め方」というタイトルで、

日常診療で院内あるいは外注の商業ベースで検査できる自己抗体を中心に、自己抗体の実際

的、効率的な検査の進め方について解説していただき、各論 3 は「神経免疫疾患の自己抗体」と

いうタイトルで、神経免疫疾患の中で自己抗体が重要な意義を有している代表的な疾患を取り上

げていただきました。いずれも最新の知見・情報を各先生方に執筆していただいています。 

 

 


